
海部東農業協同組合
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Ｊ Ａ 綱 領
― わたしたち ＪＡのめざすもの ―

わたしたちＪＡの組合員・役職員は、協同組合運動の基本的な定義・価値・原則（自主、自立、参加、

民主的運営、公正、連帯等）に基づき行動します。そして、地球的視野に立って環境変化を見通し、

組織・事業・経営の革新をはかります。さらに、地域・全国・世界の協同組合の仲間と連携し、より民主

的で公正な社会の実現に努めます。

このため、わたしたちは次のことを通じ、農業と地域社会に根ざした組織としての社会的役割を誠実

に果たします。

第19回全国農協大会の決議を受け、ＪＡグループは
1992（平成4）年4月から「農協」に代えて「ＪＡ」の
愛称を使用するとともに、ＪＡマークを制定しました。

わたしたちは、

1. 地域の農業を振興し、わが国の食と緑と水を守ろう。

1. 環境・文化・福祉への貢献を通じて、安心して暮らせる豊かな地域社会を築こう。

1. ＪＡへの積極的な参加と連帯によって、協同の成果を実現しよう。

1. 自主・自立と民主的運営の基本に立ち、ＪＡを健全に経営し信頼を高めよう。

1. 協同の理念を学び実践を通じて、共に生きがいを追求しよう。



１．ＪＡ海部東の概要

名 称

代表理事組合長

所在地 （本店 ）

事 業 所

：

：

：

：

海部東農業協同組合

大橋 義弘

津島市神守町字中町１５番地

営農センター、神守支店、七宝支店、伊福支店、美和支店、甚目寺支店、大治支店

本 店 （ 神 守 支 店 ）

１

正 職 員 数

組 合 員 数

出 資 金

：

：

：

144 人 （うち、常勤嘱託9人）

正組合員 3,396 人
准組合員 7,924 人

232 百万円
令和４年９月末現在

第27回 通常総代会の様子

令和４年６月25日にＪＡ海部東本店で第
27回通常総代会が行われ、全6議案が可
決決定されました。

米（あいちのかおり）
コマツナ
ホウレンソウ

方領大根
白花千石

米（あいちのかおり）
イチゴ

越津ネギ

米（あいちのかおり）
ミズナ
ミブナ伝統野菜

特産野菜

米（あいちのかおり）
花き

越津ネギ

米（あいちのかおり）
赤シソ
コマツナ
ホウレンソウ
モロヘイヤ

総代会の進行を行う平野議長賛成多数により、議案が可決



２．地域貢献情報

（ １ ） これまでの取り組み （令和４年度）

4 月 27 日 農業塾「入塾式」 7 月 5 日 「ボイメンのあいち農業塾」TV取材

5 月 27 日 学童体験農園（田植え）「秋竹小学校」 29 日 JA海部東地域周遊会議

31 日 学童体験農園（田植え）「美和東小学校」 9 月 3・４ 日 グリーンプラザ 秋の感謝祭

6 月 1 日 学童体験農園（田植え）「美和小学校」 7 日 農業支援対策事業

（ ２ ） 令和４年度下半期の取り組み予定

10月 23 日 あま市 オープンギャラリーイベント 11月 24 日 年金受給者友の会

27 日 学童体験農園（稲刈り）「秋竹小学校」 グラウンドゴルフ本部大会

28 日 学童体験農園（稲刈り）「美和小学校」 令和5年 大治町学校給食に「かぶとまい」寄贈

11月 2 日 津島市学校給食に「かぶとまい」寄贈

4 日 学童体験農園（稲刈り）「美和東小学校」

18 日 あま市学校給食に「かぶとまい」寄贈

２

「ボイメンのあいち農業塾」TV取材農業塾「入塾式」

学童体験農園（田植え）
「美和小学校」

農業支援対策事業 グリーンプラザ 秋の感謝祭

（ ３ ） 新型コロナウイルス感染拡大防止に対する取り組み
① 全職員にマスクの着用を義務化
② 全職員の検温の義務化
③ 施設内のこまめな換気
④ 各事業所、支店の出入口に消毒液の設置
⑤ 受付窓口、職員の座席等に感染防止用の仕切りを設置
⑥ イベント等の中止・変更（感謝祭、ゴルフコンペ、信用事業高額利用者観劇招待 等）
⑦ 一部店舗における昼休業の実施



イメージキャラクター Ⓒよりぞう

３．主な事業のご案内

信 用 事 業 ： 信用事業は、貯金・融資・為替等の

いわゆる銀行業務といわれる業務を

行っています。この信用事業は、Ｊ

Ａ・信連・農林中央金庫という三段

階の組織が有機的に結びつき、ＪＡ

系統金融として大きな力を発揮して

います。

共 済 事 業 ： 共済事業は、生命・建物・自動車等

いわゆる保険業務といわれる内容

の業務を行っています。病気や災

害に備えて組合員が共同して保障

し合い、損害の回復、農業経営と生

活の安定を目指しています。

購 買 事 業 ： 購買事業は、農業生産に必要な資

材と生活に必要な物資を「安全・安

心・高品質」で供給する業務を行っ

ています。また、営農センターでは、

第２・第４土曜日営業を行い、利用

者の利便性の向上とサービスの提

供に努めています。

販 売 事 業 ： 販売事業は、組合員農家の生産す

る農産物を効率的に集荷・選別し、

市場・小売店等に出荷・販売する業

務を行っています。農産物価格を安

定させ、消費者ニーズをふまえた計

画的な生産・出荷をすることを目標

としています。

指 導 事 業 ： 営農指導事業は、農産物生産にか

かる営農について専門職員を配置

して指導し、農業生産力の向上を図

るための業務を行っています。

生活指導事業は、生活全般につい

て指導し、組合員や地域社会の生

活改善と向上を図るための業務を

行っています。

３

イメージキャラクター



資産管理事業： 組合員の高齢化・後継者不足に伴

い、農地の維持管理が困難になっ

ていることから、優良農地を確保し

つつ、住宅建設等の土地活用を図

りながら農地等における資産の管理、

有効活用について指導・支援を行う

事業です。

厚 生 事 業 ： ＪＡによる医療・保険事業のことです。

高齢化または農作業による疾病と

いった農村特有の健康問題に対す

る予防活動をはじめ、健康診断や

健康・体力づくり促進のための健康

教室等、組合員とその家族、地域に

住む人々の健康維持・増進活動を

行っています。

ト ピ ッ ク ス

４

令和４年 ４月 ・ 令和４年度「農業塾」 20名入塾

７月 ・
・
産直施設等で利用できる「農業応援チケット」の配布
海部２ＪＡ合併推進協議会の発会式

９月 ・
・
農業機械・資材等購入に対する助成事業の実施（農業支援対策事業）
インボイス制度説明会

海部２ＪＡ合併推進協議会の発会式 インボイス制度説明会



４．主要勘定等の状況

５．貸出金業種別残高

（単位：百万円）

令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

貯 金 188,909 189,627 189,370

貸 出 金 32,783 32,960 33,313

預 金 165,246 162,974 159,295

有 価 証 券 11,797 12,553 14,084

長期共済保有契約高 321,658 317,787 312,780

（単位：百万円、％）

種 類 令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

農 業 ・ 林 業 151 ( 0.4) 116 ( 0.3) 138 ( 0.4)

水 産 業 ― ( ― ) ― ( ― ) ― ( ― )

製 造 業 ― ( ― ) ― ( ― ) ― ( ― )

鉱 業 ― ( ― ) ― ( ― ) ― ( ― )

建 設 ・ 不 動 産 業 7,951 ( 24 .2 ) 7,979 ( 24 .2 ) 7,835 ( 23 .5 )

電気 ・ガス ・熱供給水道業 87 ( 0 .2 ) 85 ( 0 .2 ) 66 ( 0 .2 )

運 輸 ・ 通 信 業 ― ( ― ) ― ( ― ) ― ( ― )

金 融 ・ 保 険 業 701 ( 2 .1 ) 467 ( 1 .4 ) 467 ( 1 .4 )

卸売・小売・飲食・サービス業 96 ( 0 .2 ) 90 ( 0 .2 ) 103 ( 0 .3 )

地 方 公 共 団 体 973 ( 2 .9 ) 870 ( 2 .6 ) 752 ( 2 .2 )

非 営 利 法 人 ― ( ― ) ― ( ― ) ― ( ― )

そ の 他 22,821 ( 69 .6 ) 23,350 ( 70 .8 ) 23,949 ( 71 .8 )

合 計 32,783 (100 .0 ) 32,960 (100 .0 ) 33,313 (100 .0 )

（注） （ ）は構成比です。

５
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７．各種共済契約高

（ １ ） 長期共済保有高

（単位：百万円）

種 類
令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

保 有 高 保 有 高 保 有 高

生 命 総 合 共 済 104,002 101,025 97,242

建 物 更 生 共 済 217,655 216,762 215,538

合 計 321,658 317,787 312,780

（注） 「生命総合共済」欄の保有高は、生命総合共済以前（平成５年度以前）に契約された養老生命、終身、
年金の各共済契約を含めた金額を表示しています。

（ ２ ） 医療系共済の共済金額保有高

（単位：千円）

種 類
令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

保 有 高 保 有 高 保 有 高

医 療 共 済
21,434 20,285 19,261

75,860 105,090 131,860

が ん 共 済 7,818 7,773 7,678

定 期 医 療 共 済 1,154 1,147 1,123

合 計
30,406 29,205 28,062

75,860 105,090 131,860

（注） 医療共済の保有高金額は、上段に入院共済金額、下段に治療共済金額、がん共済及び定期医療共
済の金額は、入院共済金額を表示しています。

６

６．有価証券等の時価情報

（ １ ） 有価証券の時価情報
（単位：百万円）

保 有 区 分

令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

取 得
価 額

時 価
評 価
損 益

取 得
価 額

時 価
評 価
損 益

取 得
価 額

時 価
評 価
損 益

有 価 証 券 11,458 11,797 338 12,551 12,553 1 14,551 14,086 ▲464

売買目的 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

満期保有目的 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他 11,458 11,797 338 12,551 12,553 1 14,551 14,086 ▲464

（注１） 有価証券の時価は、当該月末日における市場価格等に基づく時価により計上したものです。
（注２） 有価証券の取得価額は、取得原価又は償却原価によっております。

（ ２ ） 金銭の信託の時価情報
【運用目的の金銭の信託】【満期保有目的の金銭の信託】【その他の金銭の信託】
該当する取引はありません。

（ ３）デリバティブ取引、金融等デリバティブ取引、有価証券関連店頭デリバティブ取引

該当する取引はありません。



（ ４ ） 年金共済の年金保有高

（単位：千円）

種 類
令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

保 有 高 保 有 高 保 有 高

年 金 開 始 前 2,575,699 2,540,431 2,548,140

年 金 開 始 後 1,432,535 1,360,482 1,317,027

合 計 4,008,235 3,900,914 3,865,168

（注） 保有高は、年金年額（予定利率変動型年金共済にあっては、最低保証年金額）を表示しています。

（ ５ ） 短期共済新契約高

（単位：千円）

種 類
令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

掛 金 掛 金 掛 金

自 動 車 共 済 133,815 272,823 29,836

自 賠 責 共 済 11,849 24,131 2,582

７

（ ３ ） 介護共済・生活障害共済・特定重度疾病共済の共済金額保有高

（単位：千円）

種 類
令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

保 有 高 保 有 高 保 有 高

介 護 共 済 3,402,985 3,550,994 3,650,460

生 活 障 害 共 済
（ 一 時 金 型 ）

343,000 396,000 408,000

生 活 障 害 共 済
（ 定 期 年 金 型 ）

47,600 54,100 54,900

特 定 重 度 疾 病 共 済 283,900 359,300 390,900

（注） 保有高は、介護共済は介護共済金額、生活障害共済は生活障害共済金額又は生活障害年金年額
、特定重度疾病共済は特定重度疾病共済金額を表示しています。



８．農協法に基づく開示債権の状況及び金融再生法開示債権区分に基づく債権の状況

（単位：百万円、％）

債 権 区 分
令和３年
９月末

令和４年
３月末

令和４年
９月末令和３年

９月末比
令和４年
３月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
これらに準ずる債権

― ― ― ― ―

危 険 債 権 21 37 172.44 98.62 37 

要 管 理 債 権 ― ― ― ― ―

三 月 以 上
延 滞 債 権

― ― ― ― ―

貸 出 条 件
緩 和 債 権

― ― ― ― ―

小 計 21 37 172.44 98.62 37

正 常 債 権 33,007 32,934 100.84 101.07 33,287 

合 計 33,028 32,972 100.89 101.06 33,324 

（注１） 債権額は、貸出金・信用未収利息（信用事業与信元本にかかるもののみ）・信用仮払金等、信用事業
与信額（要管理債権は貸出金のみ）を対象として開示しています。なお、各債権区分の定義は以下
の通りです。

① 破産更生債権及びこれらに準ずる債権
破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている
債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権をいいます。

② 危険債権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に
従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権をいいます。

③ 要管理債権
④「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と⑤「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合
計額をいいます。

④ 三月以上延滞債権
元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で、破産更生債
権及びこれらに準ずる債権及び危険債権に該当しないものをいいます。

⑤ 貸出条件緩和債権
債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返
済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権、危険債権及び三月以上延滞債権に該当しないものをいいます。

⑥ 正常債権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、上記に掲げる債権以外のもの
に区分される債権をいいます。

（注２） 当年９月末の債権額については、次の方法により算出しています。

① 当年９月末の債権額は、当年３月末時点の債権額を基準として、当年９月末時点の残高に修正
しています。

② 債権区分は、当年３月末を基準として、当年９月末までの債務者の状況等の変化に基づき変更
しています。

８



９．購買・販売事業実績

１０．資産管理事業実績

１１．単体自己資本比率（国内基準）

（単位：千円）

種 類 令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

購 買

生 産 資 材 172,009 287,999 147,883

生 活 物 資 129,868 275,962 134,505

合 計 301,877 563,962 282,389

販 売

農 産 （ 米 ） 14,937 160,911 12,729

園 芸 ・ そ の 他 134,872 243,115 105,710

合 計 149,810 404,027 118,440

（単位：千円）

種 類 令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

媒 介 ・ 建 築 受 託 等 50,582 191,849 181,299

令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

22.58％ 21.89％ 23.02％

（注） 「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成１８年金融庁・農水省告示第２
号）に基づき算出しております。

９




